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地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援
（
交
付
金
等
）
の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

 

消
費
者
被
害
・
ト
ラ
ブ
ル
額
は
、
令
和
四
年
一
年
間
で
約
六
・
五
兆
円
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
消
費
者
被
害
を
防
止
・
救
済
す
る
た
め
に
は
、
相
談
体
制
の
確
保
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
た

地
方
消
費
者
行
政
の
継
続
・
強
化
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
全
て
の
地
域
に
お
い
て
専
門
の
相
談
員
に
よ
る

相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
地
方
公
共
団
体
が
消
費
者
行
政
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
地
方
消
費
者
行
政
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
、
継
続
し
て
国
が
担
っ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
が
地
方
消
費
者
行
政
に
対
し
て
措
置
す
る
交
付
金
の
予

算
額
が
消
費
者
庁
創
設
時
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
活
用
等
に
制
限
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
消
費
生
活
相
談
員
の
配
置
が
で
き
な
く
な
る
等
、
地
方
消
費
者
行
政
が
後
退
し
、
国
民

の
安
全
・
安
心
な
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
消
費
生
活
相
談
の
最
前
線
で
対
応
を
し
て

い
る
消
費
生
活
相
談
員
が
安
定
的
に
業
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
処
遇
等
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
係
る
制
度
設
計
と
国
に
よ
る
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
が
進
め
る
消
費
生
活
相
談
の

Ｄ
Ｘ
に
係
る
予
算
も
、
国
の
責
任
で
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
地
方
公
共
団
体
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
地
方
支
分
部
局
を
持
た
な
い
消
費
者
庁
が
全
国

的
に
消
費
者
政
策
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
消
費
者
行
政
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
地
方

消
費
者
行
政
に
対
す
る
国
の
交
付
金
、
特
に
、
令
和
六
年
度
末
、
令
和
七
年
度
末
に
多
く
の
自
治
体
で
消
費

生
活
相
談
員
人
件
費
に
活
用
で
き
る
交
付
金
の
活
用
期
限
の
終
期
を
迎
え
る
こ
と
は
、
地
方
消
費
者
行
政
の

後
退
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
国
全
体
の
消
費
者
行
政
の
後
退
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
生
活
の
安

定
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
民
生
活
の
安
定
の
基
礎
を
担
っ
て
い
る
地
方
消
費
者
行
政

を
安
定
的
に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
、
地
方
消
費
者
行
政
に
対
し
国
が
必
要
な
財
源
措
置
を
講
じ
る
よ
う
次
の

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。 

一 

国
に
お
い
て
、
地
方
消
費
者
行
政
を
安
定
的
に
推
進
さ
せ
る
た
め
の
恒
久
的
な
財
源
措
置
を
検
討
す
る

こ
と
。
ま
た
、
消
費
生
活
相
談
員
人
件
費
に
活
用
で
き
る
新
た
な
交
付
金
の
創
設
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
こ
と
。 

二 

地
方
公
共
団
体
が
消
費
者
行
政
を
行
う
た
め
に
必
要
と
し
て
い
る
十
分
な
額
の
予
算
措
置
を
行
い
、
地

方
公
共
団
体
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
た
仕
組
み
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
に
係
る

予
算
も
国
の
責
任
で
措
置
す
る
こ
と
。 

三 

消
費
生
活
相
談
員
の
安
定
的
な
確
保
と
処
遇
改
善
に
係
る
制
度
設
計
と
必
要
な
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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六
年
六
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十
八
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